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１．はじめに
　デニム（denim）とは、綾織りの厚手綿織物で、通常は経（たて）にインディゴ（天然染料、
藍、合成染料）で染めた10～14番手の糸を使い、緯（よこ）は12～16番手の晒し糸を使う1）2）。デ
ニムは一般的にはジーンズに使用される厚手の綾織物の生地素材、ジーンズはデニムを使ってつく
られた「衣服」を意味する3）。日本国内におけるデニムは、三備地方（児島、倉敷、福山）に多く
の製造拠点、メーカーがある。その歴史は古く、技術は試行錯誤を繰り返し現在の日本のジーンズ
＝デニムが海外で高い評価を得るまでに至っている4）5）6）。
　筆者は、2014年９月にカイハラ株式会社（以下：カイハラ（株））を訪れ、貝原良治会長にヒヤ
リングをする機会を得た。カイハラ（株）は1893年に広島県芦品郡（現福山市）新市町に手織正
藍染絣を製造する個人商店を開業し、後に世界に向けてデニム生地を供給する巨大デニムメーカー
「カイハラ」となり、現在ではジャパンデニムを代表する会社として世界で知られている。特徴で
ある紡績→染色→織布→整理加工というデニム製造の主要な４工程を垂直統合させ、国内で初めて
一貫生産ラインでのデニム製造を確立させた。備後絣で培った繊細な糸染めの技術力が、デニム糸
の生命線であるロープ染色に応用され、品質向上と効率化のための先端技術の導入と合わせて、一
方では旧いシャトル織機を熟練の職人が駆使してヴィンテージの風合いを持った生地の生産に取り
組んでいる。また同時期にジーンズの加工として最も流行し、後にワールド・スタンダード加工と
なった［ストーン・ウォッシュ］の技術を生み出した豊和株式会社（以下：豊和（株））7）を訪問
し、デニムの加工技術について解説していただいた。豊和（株）は、斬新なアイディアから生まれ
る加工の技術で他社とは違う試みをしている。訪問した際には、粒子の細かな砂をブラストマシー
ンで吹き付けてデニム表面を削るブラスト加工の現場を見学した。前述した［ストーン・ウォッシ
ュ］は当初は人口石だったものを、現在では鹿児島の天然の軽石を使うこだわりについての貴重な
情報や、レーザー加工などの最新の技術に触れることができた。さらに2015年８月21日に「児島
ジーンズストリート」を訪れ、店舗や商品展開についてヒヤリング及びフィールド調査を行った。
「児島ジーンズストリート」は、2009 年 11 月、児島商工会議所、地元メーカーが 中心となって、
児島ジ ー ンズ ストリート推進協議会を設立し、古い商店が 立ち並び レトロな雰囲気が 漂う味野商店
街の空き店舗への誘致活動を行っている8）9）。
　ここまでの予備調査を基盤に、平成27年度総合文化研究助成では「デニム素材を使った創造的デ
ザイン －素材開発の実態と商品企画－」として、業界においての製品設計の実態について研究を
行った。デニム / ジーンズは素材の特性上、生地の加工による縮率の違いや、特殊ミシンによるス
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テッチ糸の番手や色使い等の特殊な生産背景を持っている。専門工場の協力を得て、サンプル作成
を実施した。一般的なアパレル製品設計の視点から、デニム生地の取り扱いを含めたジーンズの生
産工程における特殊性を明らかにした。
　平成28年度の卒業制作では、デニム素材を使って、日常に着装しているカジュアルなアイテムと
は異なるフォーマルなドレスをテーマにしたいとの学生要望があった。被服意匠研究室の卒業制作
は、学生それぞれがコンセプトを創り、デザインを発想して作品を制作している。作品のテーマや
コンセプトに応じて、業界に依頼をして協力・協賛を得ている。デニム素材を使った作品は、専門
性が必要なため、ジーンズ・ブランドを展開している企業に学生の要望を伝えて協賛を受けること
ができた。フォーマルなドレスにするためにレースなどの異素材を使う、ディテールにも工夫を凝
らす等、試行錯誤を重ねて作品を作り上げた。制作をした学生は、デニム素材の新たな可能性を認
識できたと卒業制作報告書にまとめている。
　学生にとって、デニム / ジーンズは、日常の着装に取り入れる素材 / アイテムとして浸透してい
る。また、近年のファッション・トレンドの影響もあり、多くの学生が興味がある素材・製品であ
る。しかし、ジーンズの製品設計は、専門的な解説が必要であるため授業で時間を設けて実施する
のは難しく、概説するだけにとどまっているのが実情である。
２．研究目的
　本研究は、これまでのデニム / ジーンズに関する研究及びアパレル企業との接点を生かして産学
連携に取り組み、教育的効果を検証することを目的とする。
　産学連携で実施することにより、学生は業界や企業の専門家と接しながら、実際のビジネス・プ
ロセスを学ぶことができる。さらに課題の到達目標はビジネス市場で通用する企画を想定するた
め、リアリティがある提案が可能になる。授業では体感できない実施方法となり、産学連携の教育
ならではの取り組みになると考える。
３．研究方法
　教育課題は、「デニム / ジーンズを若い世代に浸透するための提案」とした。「2017 Denim 
week（以下：Denim week）」と題して、10月９日（月）から15日（日）を実施期間として、様々
な企画を想起・計画・実施する。10月14日（土）と15日（日）は、共立女子大学・短期大学の学
園祭（共立祭2017、以下：共立祭）が一ツ橋キャンパスで実施されるため、多数の来校者が期待
できる。在学生だけにとどまらず、広く教育課題について知ってもらう機会となることも想定して
企画を想起・計画する。
　「Denim week」を企画・実行する学生は、ファッションに興味があり、将来アパレル業界で仕
事をしたいと希望している被服学科の公認団体 Kyoritsu Creative Club（略：KCC）に所属して
いる。企画の課題・目的を KCC の学生に提示して公募した結果、参加したいとした希望者は１年
生22名、２年生６名、３年生12名の計40名である。
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　そして、デニム / ジーンズを取り扱っている５社（デニム素材の生産・販売、デニム製品 / ジー
ンズを取り扱う小売企業など）に協力を依頼した。
　本産学連携における成果の調査は、企画を提案・実施する学生には企画を通して得た学びについ
て、協力企業には本企画の内容についてのヒヤリング調査を行う。また、企画を提案・実施する学
生と協力企業、さらにイベントに参加した学生・教職員へ記述式アンケート調査を行う。これらの
総合的な分析から「産学連携における教育課題の達成」と「産学連携教育における効果」を検証す
る。
４．研究結果及び考察
4.1　企画実施までの学び
　企画は、2017 年２月上旬に「Denim week」のプレゼンテーション用の企画書（図１）を作成
することから始めた。企画書完成の締め切りに合わせて、内容検討・決定と企画書作成のスケジュ
ール化を行った。決められたスケジュールで実行するためには、何をいつ検討して実施したら計画
通りに進められるか学ぶ機会となる。複数の学生は、想像通りにはいかないことを実感できたとし
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ている。さらに余裕を持って計画することが大事であることが学べたと述べている。企画書を作成
するために実施した複数回の検討会では、学年を超えて自由に意見を述べ、議論ができる場となっ
た。
　完成した企画書を持って、協力を依頼したい複数社へプレゼンテーションを行った。その結果、
３月末までに５社から賛同を得て協力いただけることになった。プレゼンテーションをした学生
は、企業の方に直接企画の目的と意義を説明することにより実際のビジネスの場でのやり取りを経
験できる。モチベーションが上がり、さらに協力決定をしていただくまでに数回にわたり企業を訪
問し、その都度進捗状況を説明するため、承諾を得るまでの難しさを体験できたとしている。
4.2　企画の内容
　決定した企画の内容は、１）「デ ニム / ジーンズ・レクチャーパ ー ティー」、２）「デニム / ジー
図1　「Denim week」企画書
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ンズ・パパラッチ」、３）「クリエイティブ ・デ ニム / ジーンズ」、４）「デ ニム / ジーンズ・ファッ
ションショー」、５）「デ ニム / ジーンズ・エキシビ ション」の５つで、「Denim week」期間中に
実施した。どの内容に参加するか希望を募り、学生が主体となって役割分担をしてグループを編成
した。コミュニケーション能力を培うことも目的とするため、できるだけ学年が偏らずに編成する
ように指導を行なっている。
　以下、５つの企画の内容を示す。
１）デ ニム / ジーンズ・レクチャーパ ー ティー
　「デ ニム / ジーンズ・レクチャーパ ー ティー」は、協力企業５社による、デ ニム / ジーンズに関
する学生を対象とした講義を行なった（図２）。デ ニム / ジーンズの言葉の定義や歴史的な変遷か
ら始まり、現在の生産現場における苦労、トレンドの素材傾向や加工等の話題は、ビジネスに直結
する内容で有意義である。さらに５社それぞれの企業の戦略や実情を身近に聞ける機会となる。講
義終盤の質疑応答は、活発に意見交換がなされて、円滑に進めることができた。学生からは「価格
と製品との関連」「市場に展開されている低価格のジーンズとの差別化戦略」、企業からは「デニム
/ ジーンズに興味があるか」「今着用したいジーンズとは何か」等の多数の質問があった。学生・
企業それぞれの視点から、主観的及びビジネス的な意見が自由に発せられる場となった。
２）デニム / ジーンズ・パパラッチ
　「デニム / ジーンズ・パパラッチ」は、デニム / ジーンズに関心を持ってもらうきっかけをつく
ることを目的とした。期間中に“デニム / ジーンズ・アイテムを取り入れたおしゃれなコーディネ
ート” をした学生・教職員のスナップ 写真を撮影した（図３）。企画運営していることや内容を知
ってもらう機会となるように、毎日撮ったスナップ写真を被服意匠研究室の扉に掲示した。そし
て、全スナップ写真の中から、協力企業の担当者が選んだ“おしゃれなコーディネート”に賞を授
与した。さらに、その結果と期間中に撮影した全てのスナップ写真を共立祭で 展示した。
　 参加するためには、デニム / ジーンズのアイテムを取り入れたコーディネートをしなければな
らない。毎日参加した学生は、期間中に組み合わせを工夫しなければならなかったが、コーディネ
図2　「デニム /ジーンズ・レクチャーパーティー」講義の様子
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ートをすることが楽しかったと
述べている。運営する学生から
は、関心を持ってもらえているこ
とが実感できて、喜びを感じたと
報告があった。運営学生と参加学
生は、デニム / ジーンズのトレ
ンドやコーディネートに関して
の共通の話題で意見交換をして
いた。楽しみながら撮影している
様子が伺えた。
３）クリエイティブ ・デ ニム / ジ
ーンズ
　「クリエイティブ ・デ ニム / ジ
ーンズ」は、企業から協賛してい
ただいたデ ニム / ジーンズの布
地や付属品を使って、主にバッグ
やアクセサリー等の服飾雑貨を
制作し、共立祭で 販売した（図
４）。制作期間が短いため、時間
をかけずに短時間でできるよう
に工夫をしなければならない。知
識と技術に勝る上級生が下級生
を助ける等の様子が見られた。学
んでいる専門科目を実践できる
場となり、展示は店舗らしさを出
すためディスプレイに工夫を凝
らした。制作した服飾雑貨の中
で、デニム生地の特徴である布を
断ち切ったほつれをいかしたブ
ローチや髪飾りは、好評だった。
図3　「デニム /ジーンズ・パパラッチ」スナップ写真
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図5　「デニム /ジーンズ・ファッションショー」リメイク作品
図4　「クリエイティブデニム /ジーンズ」　作成した服飾雑貨
図6　「デニム /ジーンズ・エキシビジョン」撮影写真
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４）デ ニム / ジーンズ・ファッションショー
　「デ ニム / ジーンズ・ファッションショー」は、協力企業のうち１社からデ ニム製品やジーンズ
を協賛いただき、リメイクをして共立祭で ファッションショーを実施した（図５）。６つのチーム
に分かれて、複数の製品をリメイクしてチーム毎に１スタイルを提案した。チームは、下級生と上
級生を混合して編成し、授業で学んだことを上級生が下級生に伝えてコミュニケーションを図る仕
組みで取り組んでいる。本学科の専門性が発揮できる内容であるため、意欲的に学生が関わってい
る。チーム毎に工夫をして創造性溢れる作品を制作した。作品を取り入れたスタイリングはそれぞ
れが検討して創り上げた。ここでも上級生がリーダーシップを取りながら運営している様子が伺え
た。
５）デ ニム / ジーンズ・エキシビ ション
　「デ ニム / ジーンズ・エキシビ ション」は、ファッションショーの衣装を着用、撮影して共立祭
で 展示した（図６）。撮影場所や背景を検討しながら、チーム毎に独自性のある表現ができた。
図7　「Denim week」ポスター
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　以上、５つの企画内容に応じて、多くの学生に参加してもらうための広報をどのようにすべき
か、有効な広報とはどのような活動なのかなどを検討した。その結果、情報を告知するためのポス
ターを作成し（図７）、多くの学生が目にする場所に掲示した。
　内容を実施するまでには、学生の意欲の差なども含めて、様々な問題が浮上したが、その都度学
生の間ではコミュニケーションをとりながら解決をして、当日を迎えることができた。
4.3　企画実施における学び
　「デ ニム / ジーンズ・レクチャーパ ー ティー」は、学生の出席者は41名であった。「この企画は
有意義だと思うか」の５段階評価のアンケート回答では、「大変そう思う」「やや思う」が100% と
賛同を得た。講義の内容については、デ ニム / ジーンズの開発業務への知識と理解が得られたと評
価を得た。この結果を受けて、企画を実行した学生は、達成感を感じたと述べている。
　「デニム / ジーンズ・パパラッチ」は、目標にしていた数の参加学生の動員ができなかった。実
施した学生は、人を集めるための告知の仕方等が上手くできなかったためと要因を示した。多くの
人に伝えるためにはどうしたらよいのか、集客をする広報の難しさを実感できたとしている。
　「クリエイティブ ・デ ニム / ジーンズ」と「デ ニム / ジーンズ・ファッションショー」は、グルー
プ毎で作品のクオリティに差が出てしまった。作品の完成度の高さと低さ、スタイリングの検討が
充分になされているのかなされていないのか等もチーム毎に違いが見られる。制作期間が夏休みに
なり、学生の意欲を高揚できなかったことが主な要因と推測できる。また、学生間のコミュニケー
ション不足、意見交換や指導が上手くできなかったことも作品に差が出てしまった一因と考えられ
る。
　「デ ニム / ジーンズ・エキシビ ション」は、多くの学生が楽しみながら実施することができたと
している。独創的な提案ができる、また授業では実行することができない創造的な作品を展示する
場となった。
　これらの結果を総括すると、参加学生の学びは、デ ニム / ジーンズの基礎的な知識と合わせて、
市場、製品の品質・コストなどの実務における実態が理解できた。また、ものを創造・制作をする
楽しさはもとより、専門的な学びを総合的に提案する機会となったことに喜びを感じている。一
方、個々の学生の企画への関与や、それぞれの役割についての理解は充分で なかったことが伺わ
れ、今後の実施について指導面での課題を残した。
4.4　協力企業の評価
　協力企業の参加者の多くが、産学連携による本研究は、直接的に自社の発展を目指したもので は
ないため、企業の日頃の現場の環境では感じることのできない新鮮な経験であるとしている。具体
的な事例として専門知識を持ち合わせない学生に、分かってもらうために工夫して話をしなければ
ならなかったと述べている。日常の業務で は得られない業界への基礎知識を教えることができた等
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の教育の喜びと共に充実感を得ていると感じられるコメントを収集できた。
　また、消費者としての生の声を得る情報収集のための貴重な場となった。直接会話をすることに
より、日頃市場で展開されている製品について、感じていることが理解できた。そして、学生が企
画の活動の中心を担っているため、支援しようという期待が高まったと述べている。さらに今後も
このような産学連携の取り組みに期待するとの声もいただいた。
4.5　企画に参加した学生・教職員への記述式アンケート調査
　企画の中で、多くの出席を得た「デ ニム / ジーンズ・レクチャーパ ー ティー」の学生出席者41
名の５段階評価のアンケート回答は、「専門的な知識を得ることができたか」「講義に満足したか」
「次年度も参加したいか」について、「大変できた・したい」「ややできた・したい」が100% と高
い評価を得た。
　一方、「デニム / ジーンズ・パパラッチ」、「クリエイティブ ・デ ニム / ジーンズ」、「デ ニム / ジ
ーンズ・ファッションショー」、「デ ニム / ジーンズ・エキシビ ション」は、企画を実施した学生の
意欲の差もあり、記述式アンケート調査書の配布と収集が効率良く運営できなかった。さらに、そ
れぞれの広報が上手く機能しなかったため参加学生数にバラツキが見られ、集計するまでに至らな
かった。次年度実施への大きな課題となった。
５．おわりに
　本研究は、産学連携で課題を解決する企画を実施した。企業と取り組む課題解決型授業は、専門
的な知識の修得だけでなく、実業務の実態を得ることにより将来の目標を定める上でも教育効果の
高い方法であると言える。
　企画の遂行や企画書作成などは教員が指導を行ったが、実行や広報活動においてはできる限り学
生が主役・中心となるように心がけた。そのことにより、企画に参加した学生それぞれが、企画の
当事者としての責任感が生まれることを目指した。本研究結果においては、各企画内容の成果に差
が つき、モチベーションや達成感にバラツキがみられたが、チームワーク、コミュニケーションの
大事さなどについて考える場になったとする多数の意見を得ることができた。課題解決型の産学連
携の取り組みは、通常の授業では学び得ない知識を学生に理解させるための有効な方法で あり、多
くの効果が期待できると考える。
　本研究は、これまでの研究や協力企業との関係の上に成り立っている。今後も、本研究の実績を
生かして、産学連携さらには産官学連携も視野に入れて学ぶ機会を検討していきたい。
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